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よりよい 富士見づくり

富士見地区地域づくり協議会

「すきです ふじみ！」

事務局 前橋市富士見町小暮１５８８－１ 小川 浩 ＴＥＬ ０２７－２８８－５４３９

（

自
然
環
境
部
会

周
東

）

「
コ
ス
モ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
」

み
ん
な
で
育
て
、
み
ん
な
で
た
の
し
み

な
が
ら
、
交
流
を
図
る
。
自
然
環
境
部
会

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し

て
、
今
年
も
八
月
十
八
日
（
土
）
に
コ
ス

モ
ス
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

十
月
初
旬
に
は
、
約
十
二
万
本
の
色
鮮

や
か
な
コ
ス
モ
ス
が
開
花
し
ま
す
。
花
言

葉
は
初
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
「
乙
女
の
心
」

で
す
。

開
花
を
た
の
し
み
に
、
大
切
に
育
て
て

い
ま
す
。

「
す
き
で
す

ふ
じ
み
」

道
の
駅
ふ
じ
み
の

南
側
の
農
地
が
コ

ス
モ
ス
畑
で
「
す
き
で
す

ふ
じ
み
」
の

看
板
が
目
印
で
す
。

と
て
も
景
観
の
良
い
道
沿
い
で
、
赤
城

山
を
背
に
、
さ
わ
や
か
な
風
に
ゆ
れ
る
コ

ス
モ
ス
は
、
ふ
じ
み
の
豊
か
な
自
然
そ
の

も
の
と
心
な
ご
み
ま
す
。

「
コ
ス
モ
ス
を
た
の
し
む
集
い
」

十
月
二
十
日
（
土
）
に
は
、
お
と
な
り

の
Ｆ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
農
園
で
開
催
さ
れ
る

「
ふ
れ
あ
い
農
園
ま
つ
り
」
と
共
に
、

「
コ
ス
モ
ス
観
賞
会
」
を
行
な
い
ま
す
。

写
真
撮
影
や
コ
ス
モ
ス
刈
り
を
た
の
し
ん

で
頂
き
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と
の
交
流
を

深
め
ら
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

回覧



      地 域 づ く り 通 信 24 9 15平成 年 月 日

　発行者責任者
富士見地区地域づくり協議会
　会　長　　小　川　　浩

　編集・監修
富士見地区地域づくり協議会
　　　　　　　　　　広報委員会
　印刷所
社会福祉法人 あかぎの響

地域づくり編集後記 （メッセージ）
自然環境部会を中心に8月18日に、コスモスの種播を行いました。10月

中旬には花の見頃となりますので、皆さんでお出かけ下さい。

富士見カルタの案内板がある瀬戸場皆沢かまど跡-では、歴史文化部会

の人々が玉のような汗をかきながら篠刈りをしました。遺跡を見学して

はいかがでしょうか。

富入沢防災ダムを見学し改めて災害について学びました。

皆でもう一度災害について考えてみませんか。

ご意見・ご感想がありましたら、協議会にご一報下さい。

広報部長 森 幸隆

皆
沢
か
ま
ど
跡

「富
士
見
か
る
た
」の
歴
史
を
展
示
す
る

「
前
橋
市
地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
主
催
で
、
六
月
二

十
四
日
に
前
橋
市
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
は
「
地
域
か
る
た
」
を
取
り
上
げ
る
地
区
が

多
く
あ
り
、
ブ
ー
ス
に
展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
「
か
る
た
大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
試
み
で
、
不
安
で
し
た
が
、
親
子
連
れ
で
多
く
の

人
達
に
参
加
い
た
だ
き
大
盛
況
の
中
、
熱
気
溢
れ
る

「
か
る
た
大
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
域

か
る
た
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
山
口
幸
男
先
生

(

元
群
馬
大
学
教
授)

に
ご
来
場
い
た
だ
き
熱
心
に
見

学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
各
地
区
の
役
員
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
だ
け

の
盛
り
上
が
り
な
ら
改
め
て
「
か
る
た
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
て
「
地
域
か
る
た
」
を
も
っ
と
広
め
て
い

こ
う
と
言
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

「富
士
見
か
る
た
」案
内
版
の
現
状
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
に
三
十
三
ケ
所
の
案
内
板
が
設
置
さ

れ
た
が
、
「
設
置
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
か
、

「
汚
れ
て
い
て
見
づ
ら
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
実

際
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

三
ケ
所
が
は
が
れ
て
い
る
案
内
板

（
き
）
行
幸
記
念
の
お
手
植
え
松(

新
地)

（
な
）
並
木
の
名
残
り
夫
婦
松(

時
沢
小
学
校)

（
つ
）
つ
つ
じ
は
赤
城
と
十
二
山(

横
室)

二
ケ
所
は
内
容
変
更
を
し
た
の
で
、
書
き
変
え
た
い

案
内
板

（
も
）
森
に
か
こ
ま
れ
ク
リ
ー
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

石
井)

（
ほ
）
牧
場
跡
地
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ(

沼
之
窪)

新
し
い
案
内
板
を
作
り
た
い
（
二
ケ
所
）

（
り
）
理
想
の
ス
キ
ー
猪
谷
六
合
雄(

赤
城
山)

（
や
）
山
の
伝
説
小
沼
の
主(

赤
城
山)

案
内
板
の
周
辺
の
草
刈
り
を
継
続
し
た
方
が
よ
い

（
二
ケ
所
）

（
か
）
開
拓
道
路
の
赤
城
大
橋(

石
井)

（
八
月
十
九
日
に
草
刈
り
を
終
了
し
ま
し
た
）

（
せ
）
瀬
戸
場
皆
沢
か
ま
ど
跡(
皆
沢)

（
七
月
二
十
二
日
に
草
刈
り
を
終
了
し
ま
し
た
）

以
上
の
結
果
か
ら
「
歴
史
伝
統
部
会
」
で
は
案
内

板
周
辺
を
整
備
し
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

は
が
れ
て
い
る
案
内
板


